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論文内容の要旨

本論文では，大都市ならびにニュータウンにおける医療施設の配置状況等の実態および入院患者の

施設利用者等の現状を把握した上で，多目的計画法を導入した地域施設の適正配置システムを開発し，

医療施設の配置計画の方法を当該システムを用いて検討し，地域施設の配置計画への多目的計画法の

適用性を考察した。

本論文は以下の 9 章から構成されているo

第 1 章では，本研究の目的や意義，研究方法，既住の研究，論文の構成，用語の定義について述べ

fこo

第 2 章では，利用者の利用行動，施設配置の評価手法，利用距離，配置計画モデルの解法について

若干の考察を行った。

第 3 章では，多目的計画の各種の手法を整理し，多目的計画法を用いた適正配置モデルの定式化を

提案した。そして，その配置計画モデルを組入れた適正配置システムを開発し，地域施設の配置計画

への適用性を検討した。

第 4 章では，大都市における医療施設の実態について明らかにするとともに，その中心施設である

一般病院の類型化を行った，さらに，将来における入院患者数の予測を試みた。

第 5 章では，ニュータウンにおける医療施設の一般的な分布特性を踏まえ，さまざまなニュータウ

ン地区において医療施設の利用状況を調査した。

第 6 章では，一般病院への入院患者の診療圏などを明らかにするとともに，空間相互作用モデルを

用いた一般病院の選択利用行動のモデル化とその適用性を検討した。さらに，病院新設時における患

者行動予測への当該モデルの有効性を実際の利用行動との比較分析により考察した。
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第 7 章では，大都市における一般病院の配置計画を想定し，単一の指標を用いた配置計画との比較

検討により，荷重和型に限定したものの，複数の指標を考慮しうる多目的計画法の有効性を明らかに

し fこO

第 8 章では，ニュータウン開発地区を対象とした一般病院の配置計画を検討した。そして，地区全

体を候補対象としたケースではく手法A> を用い、候補地を限定したケースではく手法B> を用いて，

各手法の特性を明らかにするとともに，将来の病院配置について若干の検討を行った。

第 9 章では，本論文において明らかになった主たる事項をまとめて述べた。

論文審査の結果の要旨

大規模住宅地などの開発に伴い，生活基盤として各種の地域施設を設置することが必要であるが，

病床数などのように地域ごとの総量規制があって新設が困難な場合もあり，施設の偏在が問題になっ

ている。本研究は，地域施設を合理的に配置するため，多目的計画法を用いた複数の指標による手法

を新たに開発し，医療施設などを対象として，その適用性を確かめたもので，その成果を要約すると

次のとおりであるO

(1) 因子分析により一般病院を 4 タイプに類型化し，将来の発生患者数を疾病別，年齢別，病院の

タイプ別に予測し，今後は高齢の患者が増加するだけでなく患者の全数も現状の1.5倍に達する可

能性があることを指摘している。

(2) 診療圏のモデルとしては，グラビティモデルよりも近隣利用と広域利用に対応する二つの項を

持つ混合指数分布モデ、ルの方が適合性がよいことを示し，さらに空間相互作用モデルについても

検討の結果，両面制約型と始点制約型のいずれも，べき乗関数モデルがよく適合することを明ら

かにしているO

(3) 距離による施設利用率の変動を考えて選択行動モデルの拡張を行い，評価指標を尺度化して，

平均利用距離と満足関利用距離を評価指標とする整数計画法による配置計画モデルを提案してい

る。

(4) 複数の評価指標を用いた配置計画の手法として多目的計画法の有効性を示し，複数施設の適正

配置のためには最終評価型と遂次評価型の 2 種類の手法を提案しているO また，階層構造を持つ

施設の配置計画についても，医療施設型と商業施設型に分けて事例研究を行い， システムの適用

性を確かめているO

(5) 高齢化社会において重要性の高い病院を対象として，具体的に要請されている配置問題に新し

い手法を適用し，最適の候補地を提案している。

以上のように，本論文は地域施設の配置計画における多目的計画法の有効性を明らかにしたもので

あり，地域施設計画学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるも

のと認めるO

-690-




